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千葉市農業委員会総会議事録 

 

 
平成３０年１月１５日、千葉市農業委員会会長 長谷部 衡平は、平成２

９年度第９回千葉市農業委員会総会を千葉中央コミュニティセンター８階千

鳥・海鴎に招集した。 

 

 

＜会議に付した議案＞ 

議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について      ５件 

議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請について      １件 

議案第３号 農地法第４条の規定による許可申請について（一時転用）１件 

議案第４号 農地法第５条の規定による許可申請について     １０件 

議案第５号 農地法第５条の規定による許可申請について（一時転用）   ２件 

議案第６号 相続税の納税猶予に関する適格者証明願について    １件 

議案第７号 生産緑地に係る農業の主たる従事者証明願について   １件 

議案第８号 千葉市農用地利用集積計画（案）の決定について    ８件 

 

報告第１号 農地法第３条の３の規定による届出について      ７件 

報告第２号 農地法第４条第１項第７号の規定による届出について １１件 

報告第３号  農地法第５条第１項第６号の規定による届出について ３２件 

報告第４号 農地法第１８条第６項の規定による通知について    ４件 

報告第５号 地目変更について                 １５件 

報告第６号 千葉県農業会議への諮問に係る答申について（第５条） ３件 

報告第７号 賃借料情報の提供について              １件 
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＜出席委員＞（１６名） 

   １番 石 井 一 也       ２番 市 原 律 子 

３番 横 山 清 亮       ４番 小 川 友 安 

５番 清 宮 惠理子       ６番 齊 藤 憲 次 

７番 浅 川 政 明       ８番 長谷川 秀 明 

９番 髙 橋 芳 和      １０番 竹 下 洋 一 

１１番 秋 庭 重 樹      １２番 中 村 浩 道 

１３番 西 郡 髙 夫      １４番 伊 原 茂 久（職務代理者） 

１６番 長谷部 衡 平（ 会 長 ） １７番 橋 本  泉 

 

＜欠席委員＞（１名） 

１５番 齊 藤 元 治 

 

 

＜事務局説明員＞ 

事務局長    加 瀬 秀 行   次  長    岡 本 茂 之 

次長補佐    橘 薗 俊 朗   農地指導班長  今 井 正 隆 

農地利用最適化推進班長  福 島  悟    農地審査班長  江 上 章 子 
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議  長 

( 長谷部衡平会長 ) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

事前審査第２班班長 

（竹下洋一委員） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開 会 （午前１１時 予定） 

 
 

 

 ただ今より、平成２９年度第９回千葉市農業委員会総会を

開会いたします。 

お手元の会議日程に従いまして、進行させていただきま

す。 

本日の出席委員は、１７人中１６人で総会は成立しており

ます。 

はじめに、日程第１「議事録署名人の選出」ですが、議席

番号順となっておりますので、私より指名いたします。議席

番号 １４番 伊原 茂久 委員、１７番 橋本  泉のご

両名にお願いいたします。 

 

続きまして、日程第２ 議案第１号「農地法第３条の規定

による許可申請について」を上程いたします。事前審査第２

班班長、説明をお願いします。 

 
 

ご説明いたします。議案書の１ページをご覧ください。 

はじめに第１項です。本項は第２項との一体案件ですので、

一括してご説明します。 

なお、面接を実施いたしましたので併せてご説明いたしま

す。 

お手元の資料１ページ及び２ページの１－１・２をご参照

ください。 

資料は、位置図と営農計画書を添付しております。 

本案件は、権利者であります緑区おゆみ野２丁目に在住の

方が、義務者であります緑区平川町に在住の方が所有する同

区同町の農地を、第２項は義務者であります緑区平川町に在

住の方が所有する同区同町の農地を新規就農のため、賃借権

を設定するものです。 

面接した権利者によりますと、権利者は勤務先の会社を、

本年３月に退職後、新規に就農したいとのことです。権利者

は農家の生まれであり、かつ、義務者から助言・協力を受け

つつ農業を経営するとのことです。また、生産物の処理方法

としましては、権利者がＪＲ鎌取駅前のスーパー前広場にお

いて住民とともに主催する「ふれあい市」というイベントで

の販売及び下田町の直売所での販売を予定しており、将来は

「しょいかーご」での販売をめざすとのことです。 

申請地の権利設定後の作目は、じゃがいも、さつまいも、
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議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 

事 務 局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さといも、落花生などを予定しております。 

第１項から第２項の説明は以上です。 

 

次に第３項です。本項は第４項との一体案件ですので、一

括してご説明します。 

お手元の資料３ページの１－３・４をご参照ください。 

本案件は、権利者であります若葉区野呂町に在住の方が、

義務者であります東京都世田谷区に在住の方が所有する若

葉区野呂町の農地を、第４項は義務者であります稲毛区園生

町に在住の方が所有する若葉区野呂町の農地を経営規模拡

大のため、売買により取得するものです。 

申請地の取得後の作目は、ねぎを予定しております。 

 

次に第５項です。 

お手元の資料４ページの１－５をご参照ください。 

本案件は、権利者であります神奈川県大和市に在住の方

が、義務者であります若葉区更科町に在住の方が所有する若

葉区御殿町の農地を、経営規模拡大のため、売買により取得

するものです。 

申請地の取得後の作目は、栗を予定しております。 

 

事前審査第２班としましては、農地法第３条第２項各号の

「全部効率利用要件」、「農作業の常時従事要件」、「下限

面積要件」及び「地域調和要件」等に適合しており、許可要

件の全てを満たしているものと判断し、許可相当と意見決定

いたしました。 

説明は以上でございます。 

 
 

事務局より、補足説明をお願いします。 

 

 

 事前審査会での主な質疑についてご報告します。 

 第５項ですが、本案件の権利者は申請土地より遠隔に住ま

いがあるが、農地の管理は問題ないのか、というご質問をい

ただきました。 

 権利者は若葉区御殿町内で養魚場を営んでおり、申請地の

隣接地に居住する従業員の協力を得て管理を行うこととな

っております。 

補足説明は以上でございます。 
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議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 

議  場 

 
 

議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 
 

議  場 

 
 

議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 

議  長 

（長谷部衡平会長） 

 

 
 

事前審査第２班班長 

（竹下洋一委員） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 

議  場 

 
 
 

ただいまの、事前審査第２班班長及び事務局からの説明に

ついて、質問、意見等ございますか。 

 
 

  ――― 質問・意見等無し――― 

 
 

質問、意見等無いようですので、採決いたします。 

事前審査第２班班長の説明のとおり、許可することに賛成の

方は、挙手願います。 

 
 

  ――― 挙手全員 ――― 

 
 

賛成全員でございますので、議案第１号は、許可と決定い

たします。 

 
 

次に、議案第２号「農地法第４条の規定による許可申請に

ついて」を上程いたします。 

 それでは、事前審査第２班班長、説明をお願いします。 

 
 

ご説明いたします。議案書の４ページをご覧ください。 

お手元の資料５ページの議案第２号をご参照ください。 

 本案件は、農業用資材置場用地とするものです。 

申請地は、千葉西税務署から東に約３５０ｍに位置する農

地です。 

農地区分は、市街地化が見込まれる区域内にある農地であ

ることから、第２種農地と判断いたしました。 

事前審査第２班としましては、申請内容等に特に問題は無

いものと判断し、許可相当と意見決定いたしました。 

説明は以上でございます。 

 
 

ただいまの、事前審査第２班班長からの説明について、質

問、意見等ございますか。 

 
 

   ――― 質問・意見等無し ――― 
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議  長 

（長谷部衡平会長） 

 

 
 

議  場 

 
 

議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 

議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 

事前審査第２班班長 

（竹下洋一委員） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 
 
 

質問、意見等無いようですので、採決いたします。 

事前審査第２班班長の説明のとおり、許可することに賛成

の方は、挙手願います。 

 
 

  ――― 挙手全員 ――― 

 
 

賛成全員でございますので、議案第２号は、許可と決定い

たします。 

 
 

次に、議案第３号「農地法第４条の規定による許可申請に

ついて（一時転用）」を上程いたします。 

 それでは、事前審査第２班班長、説明をお願いします。 

 

ご説明いたします。議案書の５ページをご覧ください。 

第１項です。 

資料６ページから８ページの位置図、公図及び土地利用計

画図を御覧ください。 

 本件は、緑区平川町に在住の方が、平成３０年２月９日ま

での許可を受け、同町の畑１筆において設置面積８７０．８

１平方メートル、農地接地面積０．２２平方メートル、出力

５１．０６キロワットの営農型太陽光発電設備を設置してい

るものを、平成３３年２月９日までの３年間延長して使用し

たい、というものです。 

今後の営農計画としては、新規にキウイフルーツの栽培を

実施予定とのことです。 

なお、昨年度の「営農型発電設備の下部の農地における農

産物の状況報告書によると、ニンジンを作付し単収で１０ア

ール当たり３，３８０キログラムと、地域の平均的な単収の

９１パーセントの収穫を得ています。 

事前審査第２班といたしましては、特に問題はないものと

判断し、許可相当と意見決定いたしました。 

以上でございます。 

 

ただいまの、事前審査第２班班長からの説明について、質

問、意見等がありましたら、お願いいたします。 
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議  場 

 
 

議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 
 
 

議  場 

 
 
 

議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 
 
 
 
 
 

事前審査第２班班長 

（竹下洋一委員） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  ――― 質問・意見等無し ――― 

 

質問、意見等ないようですので、採決いたします。 

事前審査第２班班長の説明のとおり、許可することに賛成

の方は、挙手願います。 

 

  ――― 挙手全員 ――― 

 

 

賛成全員でございますので、議案第３号は、許可と決定い

たします。 

 
 

次に、議案第４号「農地法第５条の規定による許可申請に

ついて」を上程いたします。 

 事前審査第２班班長、説明をお願いします。 

 
 

ご説明いたします。議案書の６ページをご覧ください。 

なお、第１項から第２項及び第９項から第１０項につきま

しては、現地調査を実施いたしましたので、その結果も併せ

てご説明いたします。 

はじめに、第１項です。 

お手元の資料９から１１ページの４－１をご参照くださ

い。 

資料は位置図、公図、土地利用計画図を添付しております。 

本案件は、建売分譲住宅用地とするため、売買により取得

するものです。 

申請土地は、千葉都市モノレール小倉台駅から南東に、約

４５０メートルに位置する農地です。 

農地区分は、市街地化が見込まれる区域内にある農地であ

ることから、一部は第２種農地と判断し、一部は市街地化の

傾向が著しい区域内にある農地であることから第３種農地

と判断いたしました。 

現況は農地で、周辺は農地と住宅が混在しております。 

被害防除は、排水関係については、汚水は汚水管に接続し

ます。 

雨水は浸透施設にて抑制後、道路側溝に接続します。 
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また、ブロックを設置し、土砂の流出を防止します。 

他法令関係は都市計画法に該当し、現在手続中です。 

 

次に、第２項です。お手元の資料１２から１４ページの４

－２をご参照ください。位置図、公図、土地利用計画図を添

付しております。 

本案件は、太陽光発電施設用地とするため、売買により取

得するものです。 

申請土地は、大宮インターチェンジから東に約２キロメー

トルに位置する農地です。 

農地区分は、小集団の区域内にある農地であることから第

２種農地と判断いたしました。 

現況は農地で、周辺は農地と山林が混在しております。 

 被害防除は、雨水は自然浸透で処理します。また、周囲に

フェンスを設置します。 

 

 次に、第３項です。お手元の資料１５ページの４－３をご

参照ください。 

本案件は、長屋住宅用地とするため、贈与により取得する

ものです。 

申請土地は、ＪＲ都賀駅から南に約８００メートルに位置

する農地です。 

農地区分は、市街地化が見込まれる区域内にある農地であ

ることから第２種農地と判断いたしました。 

被害防除は、汚水は汚水管に接続し、雨水は浸透槽にて抑

制後、道路側溝に接続します。 

また、擁壁・ブロックを設置し、土砂の流出を防止します。 

 

次に、第４項です。お手元の資料１６ページの４－４をご

参照ください。 

本案件は、専用住宅用地とするため、使用貸借権を設定す

るものです。 

申請土地は、京成ちはら台駅から北東に約９００メートル

に位置する農地です。 

農地区分は、市街地化が見込まれる区域内にある農地であ

ることから、第２種農地と判断しました。 

被害防除は、汚水は汚水管に接続し、雨水は浸透桝にて抑

制後、道路側溝に接続いたします。 

また、ブロックを設置し、土砂の流出を防止します。 

 

 次に、第５項です。お手元の資料１７ページの４－５をご

参照ください。 
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本案件は、専用住宅用地とするため、売買により取得する

ものです。 

申請土地は、ＪＲ誉田駅から東に約１キロメートルに位置

する農地です。 

農地区分は、市街地化が見込まれる区域内にある農地であ

ることから、第２種農地と判断しました。 

被害防除は、汚水は汚水管に接続し、雨水は浸透槽にて抑

制後、道路側溝に接続します。 

また、ブロック及びフェンスを設置し土砂の流出を防止し

ます。 

 

 次に、第７項です。お手元の資料１９ページの４－７をご

参照ください。 

本案件は、資材置場用地とするため、売買により取得する

ものです。 

 申請土地は、千葉北インターチェンジから北東へ約１.５キ

ロメートルに位置する農地です。 

農地区分は、小集団の区域内にある農地であることから第

２種農地と判断しました。 

被害防除は、排水関係については、雨水は自然浸透としま

す。また、コンクリート擁壁を設置し土砂の流出を防止しま

す。 

 

次に、第８項です。お手元の資料２０ページの４－８をご

参照ください。 

本案件は、貸駐車場用地とするため、売買により取得する

ものです。 

申請土地は、千葉北インターチェンジから北東に約２キロ

メートルに位置する農地です。 

農地区分は、市街地化が見込まれる区域内にある農地であ

ることから第２種農地と判断いたしました。 

被害防除は、排水については雨水は自然浸透で処理しま

す。また、ブロック・フェンスを設置し土砂の流出を防止し

ます。 

 

 次に、第９項です。本項は第１０項と一体案件ですので、

一括してご説明いたします。 

 お手元の議案書・別冊をご参照ください。 

 別冊は次ページ以降に位置図、公図、土地利用計画図を添

付しております。 

 本案件は、建売分譲住宅用地とするため、売買により取得
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議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 

橋本 泉 委員 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

事 務 局 

 
 
 
 

するものです。 

 申請土地は、千葉都市モノレール小倉台駅から北東に約１

キロメートル、千城台北駅から北西に約１キロメートルに位

置する農地です 

 農地区分は、第９項が市街地化が見込まれる区域内にある

農地であることから第２種農地、第１０項が市街地化の傾向

が著しい区域内にある農地であることから第３種農地と判

断いたしました。 

 現況は農地で、周辺は農地と住宅が混在しております。 

 被害防除は、排水関係については、汚水は汚水管に接続し

ます。 

 雨水は浸透施設にて抑制後、道路側溝に接続します。 

 また、ブロックを設置し、土砂の流出を防止します。 

 他法令関係は都市計画法に該当し、現在手続中です。 

 

 事前審査第２班としましては、申請内容等に特に問題は無

いものと判断し、許可相当と意見決定いたしました。 

 説明は以上でございます。 

 
 

ただいまの、事前審査第２班班長からの説明について、質

問、意見等ございますか。 

 
 

議案第４号第１項、資料編の９ページの小倉町案件です

が、位置図によると市街化区域の中に見えますが、実際には

調整区域です。今後、可能であれば市街化区域の範囲を示し

て、市街化区域に近接しているから、市街化が見込まれる、

というようにご説明いただきたい。 

もう一点、「汚水管に接続する」、という説明がございま

すが、市街化区域には汚水管が整備されており、調整区域に

は汚水管は無いのかと思いますが、この案件は、市街化区域

に近接しているため汚水管がある、という意味なのでしょう

か。農地法とは関係ない話かもしれませんが、わかれば教え

てください。 

 

市街化区域・調整区域の線引きについてですが、全てのケ

ースに記載することが望ましいことかについては、検討させ

ていただきたいのですが、記載することが適当なものにつき

ましては、できるだけわかりやすく表示していきたいと思い

ます。 
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秋庭 重樹委員 

 
 

 
事 務 局 

 
 

 
議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 

橋本 泉 委員 

 

 
事 務 局 

 
 

 
 

清宮恵理子委員 

 
 

事 務 局 

 
 
 

 
議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 

 
議  場 

 
 

議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 

議  長 

（長谷部衡平会長） 

 

 

橋本委員や次長からもお話がありましたが、なにかわかり

やすいものがあれば、我々農業委員が知識を得ていくのでは

ないかと思いますのでそのような方向でお願いしたい。 

 

汚水管についてですが、たとえば議案第４号第１項であれ

ば申請地北側の市街化区域側に向けて汚水管に接続するよ

うな計画でございます。 

 

一般的に調整区域でも下水道が設置されているところは

多い。私の地元でも畑の真ん中にも下水管が設置されていた

りする。現にあるのは事実だ。 

 

調整区域は一般には合併浄化槽や農村下水道がある。 

 
 

橋本委員さんからの下水道に関するご質問につきまして

は我々も専門では無く、この場では正確にお答えしかねます

ので、次回までに皆様方にお答えしたいかと存じます。 

 

 
第２項ですが申請地と申請地に挟まれている農地所有者

の方は、本件について了承されているのでしょうか。 

 

隣接地に農地がある場合には、事業計画書の中で説明の経

緯を申述させることとなっておりまして、本案件につきまし

ても、隣接土地所有者の方は転用に係るご説明を聞いてくだ

さった、とのことです。 

 

質問、意見等無いようですので、採決いたします。 

事前審査第２班班長の説明のとおり、許可することに賛成

の方は、挙手願います。 

 
 

  ――― 挙手全員 ――― 

 
 

賛成全員（賛成多数）でございますので、議案第４号は、

許可と決定いたします。 

 
 

次に、議案第５号「農地法第５条の規定による許可申請に

ついて（一時転用）」を上程いたします。 
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事前審査第２班班長 

（竹下洋一委員） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋本 泉 委員 

 
 

 
 

事 務 局 

 
 
 
 

 事前審査第２班班長、説明をお願いします。 

 
 

ご説明いたします。 

議案書の１０ページと１１ページをご覧ください。 

第１項と第２項は隣接で類似の案件のため、併せて説明い

たします。 

 

資料２１ページから２４ページの位置図、公図及び土地利

用計画図を御覧ください。 

 本件は、第１項が千葉県八千代市に在住の方、第２項が東

京都町田市に在住の方が、平成３０年２月１９日までの許可

を受け、それぞれが若葉区中野町の畑１筆において設置面積

３７７．０４平方メートル、農地接地面積０．３２平方メー

トル、出力４８．５キロワットの営農型太陽光発電設備を設

置しているものを、平成３３年２月１９日までの３年間延長

して使用したい、というものです。 

今後の営農計画としては、引き続きダイカンドラの栽培を

実施予定とのことです。 

なお、昨年度の「営農型発電設備の下部の農地における農

産物の状況報告書」によると、農地面積に対して、第１項は

９１パーセント、第２項は７９パーセントの収穫を得ていま

す。 

 

事前審査第２班といたしましては、特に問題はないものと

判断し、許可相当と意見決定いたしました。 

以上でございます。 

 

ただいまの、事前審査第２班班長からの説明について、質

問、意見等がありましたら、お願いいたします。 

 

第２項ですが、昨年の収穫が７９パーセントとのことです

が、本来は８０パーセントを下回ってはいけないとの規定が

あるはずですが、これでよろしいでしょうか。 

 

ダイカンドラはグラウンドカバー植物でございまして、面

積割で計算しております。周辺で同じ作目の収穫量を把握し

ておりませんので、面積に対して７９パーセントということ

ですので、現在のところは見守ってまいりたい、というとこ
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齋藤 憲次 委員 

 
 
 

事 務 局 

 
 
 
 
 
 

清宮惠理子委員 
 

 

事 務 局 

 
 
 
 

 

事 務 局 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

橋本 泉 委員 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

ろです。 

 

太陽光発電の出力４８．５キロワットですが、これは計画

の出力ですか、それとも結果の出力でしょうか。 

 

計画出力でございまして、太陽光発電につきましては、太

陽光パネルの出力では無く、パワーモジュールの出力によっ

て表記される。設備認定上は４８．５キロワットとして提出

されております。 

 

ダイカンドラは誰が栽培しているのでしょうか。 

 

農地法５条申請ですので、耕作者と営農型太陽光発電の権

利者は別となっております。所有者とは別に農地法3条許可

により別の方が、賃借により耕作しております。 

 

営農型太陽光発電につきましては、今後注目を集める事業

だと考えております。近いうちに委員の皆様にご説明する機

会を持ちたいと思っております。テレビをご覧になられた方

もいらっしゃると思いますが、最近、小泉純一郎前総理が原

発ゼロをうたっておりまして、その代替エネルギーの代表と

して営農型太陽光発電を説明いたしました。 

今後更に注目をされる事業だと思いますので、次回以降に

情報提供してまいりたいと思います。 

 

営農型太陽光が私の地元に３基ほどあります。営農型太陽

光発電は、農用地や１種農地でも転用許可ができる。優良な

田や畑の中に設置され、景観上異様な光景となっている。 

また、住宅が近接するところに設置された場合、地元説明

がなされているか、私も聞いて歩きましたがほとんどなされ

ていない。 

これは農業委員会の案件で無く、環境局の案件だと思いま
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事 務 局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

清宮 惠理子委員 

 

 

 
 

事 務 局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 務 局 

 
 
 

 

 
 
 

すが、やむを得ず説明ができないならばマンションを建てる

場合のように、計画概要書を掲示して周辺住民に周知する必

要性があるのではないでしょうか。これはお願いですが、農

業委員会から環境局へ要望してもらいたいと思います。 

 

太陽光発電について、いわゆる許可権限は現在どこもない

形になっております。しかしながら、たとえば大津市、高崎

市では条例を制定して、しっかりとした許可基準を作成し、

許可制にしようとしている。全国的にこういった動きが活発

化してくると思いますので、千葉市としても環境局を中心と

した動きがありましたら、委員の皆さんに情報提供してまい

りたいと思います。 

 

一時転用を更新するということですが、おそらくこのまま

更新を繰り返していくと思いますが、それでも一時転用とし

て取り扱うのでしょうか。 

 

恒久型太陽光発電であれば、農用地や１種農地など優良な

農地として守っていかなくてはならない農地では転用がで

きないということになっている。しかしながら、他の省庁で

は、農林水産省とは別の考え方も持っているようで、産業化

していこうという動きもある。優良な農地でも転用許可でき

るようにするため、一時転用という制度を使われている。こ

れを３年ごとに更新することにより、結果的に恒久的な転用

と同じような形となる。 

 

補足いたします。恒久的な転用との違いは、最後に農地に

戻るか否かということであります。２０年後には農地に戻る

前提に一時転用の最長期間が３年ですので、３年ごとに違反

が無いかどうか点検しながら継続していく、そういった趣旨

ではないかと思います。 
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秋庭 重樹委員 

 
 
 

事 務 局 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

秋庭 重樹委員 
 
 
 
 

 

事 務 局 

 
 
 
 

 
 

秋庭 重樹委員 
 

 
 

事 務 局 

 
 
 

齋藤 憲次委員 
 

 
 

事 務 局 

 
 
 
 

 

営農型太陽光発電への一時転用期間は２０年間が上限な

のでしょうか。 

 

太陽光による再生可能エネルギーの固定買い取り期間が

２０年間とされております。まだ制度開始から２０年経過し

ていない状況であります。また太陽光パネルの耐用年数が概

ね２０年であることや、その時代のエネルギー政策等により

新たな政策の見直される可能性はございますが、今の時点で

は２０年が上限であると思います。 

 

ただいまの事務局の説明によると、３年ごとに更新手続き

を要するとのことですが、業者から見れば３年では採算が取

れない。これは法律上やむを得ないことなのでしょうか。 

 

まさにその通りでございまして、恒久転用ができれば更新

手続きは要さないのですが、優良な農地を守っていこうとい

う立場からすれば、営農型太陽光発電につきましては更新手

続きを要するということになります。 

 

何故３年なのか。５年、７年というわけにはいかないのか。 

おかしくは無いと思うが。 

 

営農型太陽光発電は一時転用として許可をしている以上、

その期間は３年間でございます。 

 

電力の買い取り価格は下落しているが、それでも２０年で

採算が取れるのでしょうか。 

 

平成２１年に買い取り制度が開始した当初は１キロワッ

ト当たり４０円だったのが、現在はその半分の２０円近くと

なっております。ただ、太陽光発電パネルは中国製が多く価
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議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 

 
 

議  場 
 

 

議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 

 
 
 

 
 

事前審査第２班班長 

（竹下洋一委員） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

議  長 

（長谷部衡平会長） 

格がずいぶん下がってきております。買取価格の下落は投資

額の下落に比例した額が設定されているはずですので、たと

え買取価格が下落しても２０年で採算が取れるように設定

されていると思います。 

 

質問、意見等ないようですので、採決いたします。 

事前審査第２班班長の説明のとおり、許可することに賛成

の方は、挙手願います。 

 

  ――― 挙手全員 ――― 

 

賛成全員でございますので、議案第５号は、許可と決定い

たします。 

 
 

次に、議案第６号「相続税の納税猶予に関する適格者証明

願について」を上程いたします。 

事前審査第２班班長、ご説明願います。 

 

ご説明いたします。 

議案書の１２ページをご覧ください。 

第１項です。 

花見川区検見川町在住の農業相続人が、父親が所有してい

た、畑７筆のうち生産緑地である畑３筆、合計面積２，４０

２㎡について、相続税の納税猶予の適用を受けようというも

のです。 

これらの農地について、１２月１９日に、笠川農地利用最

適化推進委員が現地調査を行い、「申請農地はすべて自ら耕

作の用に供している」ことを確認していただきました。 

 

事前審査第２班といたしましては、特に問題ないものと判

断し、証明書を発行することについて、承認相当と意見決定

いたしました。 

以上でございます。 

 

ただいまの、事前審査第２班班長からの説明について、質

問、意見等がありましたら、お願いいたします。 
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議   場 

 
 

議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 
 
 

議  場 

 
 

議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 
 
 
 
 
 

事前審査第２班班長 

（竹下洋一委員） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
議  場 

 

 

  ――― 質問・意見等無し ――― 

 

質問、意見等ないようですので、採決いたします。 

事前審査第２班班長の説明のとおり、承認することに賛成

の方は、挙手願います。 

 

  ――― 挙手全員 ――― 

 

 

賛成全員でございますので、議案第６号は、承認と決定い

たします。 

 
 

次に、議案第７号「生産緑地に係る農業の主たる従事者証

明願について」を上程いたします。 

事前審査第２班班長、ご説明願います。 

 

議案書の１３ページをご覧ください。 

第１項です。 

花見川区検見川町在住の方が所有しております、同区花園

町の畑１筆、合計面積６，０００平方メートルについて、買

取り申出者本人が農業の主たる従事者であったことを、１２

月２６日の現地調査により、笠川農地利用最適化推進委員に

確認していただきました。買取り申出の事由は、農業従事者

の「故障」によるものです。 

 

事前審査第２班といたしましては、特に問題ないものと判

断し、証明書を発行することについて、承認相当と意見決定

いたしました。 

以上でございます。 

 
 

ただいまの、事前審査第２班班長からの説明について、質

問、意見等がありましたら、お願いいたします。 

 

  ――― 質問・意見等無し ――― 
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議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 
 
 

議  場 

 
議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

事前審査第２班班長 

（竹下洋一委員） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

質問、意見等ないようですので、採決いたします。 

事前審査第２班班長の説明のとおり、承認することに賛成

の方は、挙手願います。 

 

  ――― 挙手全員 ――― 

 

賛成全員でございますので、議案第７号は、承認と決定い

たします。 

 
 

次に、議案第８号「千葉市農用地利用集積計画（案）の決

定について」を上程いたします。 

それでは、事前審査第２班班長、説明をお願いします。 

 

ご説明いたします。 

本案件は、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定

により、市長より農業委員会に対して、農用地利用集積計画

案の適否についての判断を依頼されたものです。 

 第１項は、四街道市鷹の台在住の農家の方の所有する、若

葉区更科町の田１筆、面積９６０㎡を同区大井戸町在住の農

家の方に所有権を移転するもので、対価は９万６千円です。 

 続いて第２項から第４項は、権利者が同一のため、一括し

てご説明します。 

若葉区上泉町在住の方、他２名の所有する、同町の畑３筆、

合計面積５,３１４㎡を同区中田町所在の農地所有適格法人

に所有権を移転するもので、対価は第２項が４０６万８千６

百円。第３項が６５９万７千５百円。第４項が５４０万８千

７百円です。 

 続いて第５項及び第６項は、農地利用集積円滑化団体の千

葉みらい農業協同組合が、緑区平川町在住の農家の方の所有
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議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 

議  場 

 
 

議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 
 

議  場 

 

する同町の畑１筆、面積７,９０６㎡を賃借にて借り上げ、同

区おゆみ野中央在住の農家の方に賃借権を新規に設定する

もので、設定期間は３年です。 

続いて、第７項は、若葉区下泉町在住の農家の方が、 

稲毛区稲毛台町在住の農家の方の所有する若葉区上泉町及

び下泉町の畑１２筆、合計面積５,４３６．６１㎡に賃借権を

引き続き設定するもので、設定期間は６年です。 

続いて、第８項は、緑区高田町在住の農家の方が、同町在

住の農家の方の所有する同町の田３筆、合計面積４,３０８㎡

に賃借権を引き続き設定するもので、設定期間は５年です。 

 第１項から第８項までの合計面積は２３,９２４．６１㎡で

す。 

本計画（案）は、本市において基本構想に適合するととも

に、権利者が経営農地の全てを効率的に利用し、必要な農作

業に常時従事するものとして作成されたものです。 

事前審査第２班といたしましても、利用権の受け手要件に

適合し、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を

満たしていると判断されるため、決定相当と意見決定いたし

ました。 

説明は以上でございます。 

 

ただいまの、事前審査第２班の説明について、質問、意見

等ございましたらお願いします。 

 
 

  ――― 質問・意見等無し ――― 

 
 

 質問、意見等ないようですので、採決いたします。 

事前審査第２班班長の説明のとおり、決定することに賛成の

方は、挙手願います。 

 
 

  ――― 挙手全員――― 
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議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 
 

 
 
 

事 務 局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

賛成全員でございますので、議案第８号は、原案どおり決

定といたします。 

 

以上で審議案件は終了いたしましたので、報告案件につい

て、第１号から第７号までを一括して上程いたします。 

事務局より説明願います。 

 
 

 報告案件について、ご説明いたします。 

議案書の１９ページをご覧ください。 

報告第１号「農地法第３条の３の規定による届出につい

て」は、相続等により農地の権利を取得した旨の届出があっ

たもので、議案書の２２ページまでに７件ございました。 

内容につきましては、記載のとおりでございます。 

添付書類も含め完備しておりましたので、事務局長専決に

より、受理通知書を交付いたしました。 

 

続きまして、議案書の２３ページをご覧ください。 

報告第２号「農地法第４条第１項第７号の規定による届出

について」は、市街化区域内の農地を転用するため、その旨

の届出があったもので議案書の２４ページまでに１１件ご

ざいました。 

内容につきましては、記載のとおりでございます。 

添付書類も含め完備しておりましたので、事務局長専決に

より、全項受理通知書を交付いたしました。 

 

続きまして、議案書の２５ページをご覧ください。 

報告第３号「農地法第５条第１項第６号の規定による届出

について」は、土地所有者以外の者が市街化区域内の農地を

転用するため、その旨の届出があったもので、議案書の２９

ページまでに３２件ございました。 

内容につきましては、記載のとおりでございます。 

添付書類も含め完備しておりましたので、事務局長専決に

より、全項受理通知書を交付いたしました。 

なお、第２８項において地積が「６５８㎡の内６７０．６

６㎡」との記載があり一部転用面積の方が大きくなっており

ますが、これは公簿上の面積のうち、実測を行った結果、転

用面積の方が大きくなったものです。 
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続きまして、議案書の３０ページをご覧ください。 

報告第４号「農地法第１８条第６項の規定による通知につ

いて」は、農地の賃貸借につき合意解約した旨の通知の受理

で、４件ございました。 

内容につきましては、記載のとおりでございます。 

添付書類も含め完備しておりましたので、事務局長専決に

より、書類を受理いたしました。 

 

続きまして、議案書の３１ページをご覧ください。 

報告第５号「地目変更について」は、１５件ございました。 

申請地の現況について、農地であるか非農地であるか法務局

から照会があったもので、農業委員による現地調査を行いま

した結果、いずれも、内容につきましては、記載のとおりで

あり、法務局に回答済みでございます。 

 

続きまして、議案書の３２ページをご覧ください。 

報告第６号「千葉県農業会議への諮問に係る答申について

（第５条）」は、３件ございました。転用許可申請に対して、

農業委員会総会で許可と決定した案件について、法の規定に

基づき、千葉県農業会議への意見を求めたものです。 

内容につきましては、１２月の総会で審議されたもので、

１２月１５日に開催された千葉県農業会議より「許可相当」

との回答があり、許可指令書を交付いたしました。 

 

続きまして、議案書３３ページをご覧ください。 

報告第７号「賃借料情報の提供について」です。 

 本件は、農地法第５２条に基づき本市における賃借料を算

出し、毎年、情報提供しているものです。 

具体的には、昨年平成２９年１月１日から１２月３１日ま

での１年間に、農地法第３条の許可や農用地利用集積計画の

公告が行われたデータなどにより、田・畑別、そして行政区

別に１０アール当たりの賃借料水準をお示ししたもので、金

額は記載のとおりです。 

 

農地を貸し借りしようとする方々の目安となるよう、参考

として情報提供するものであり、今後、農業委員会だより３

月号や農業委員会のホームページなどにより、周知を図って
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議  長 

（長谷部衡平会長） 

 
 

議  場 

 
 

議  長 

（長谷部衡平会長） 

 

参ります。 

 

なお、中央区、稲毛区の田及び畑につきましては、昨年の

事例がない又は少ないため、表示しておりません。 

 

報告案件につきましては、以上でございます。 

 
 

ただいまの報告第１号から第７号について、質問、意見等

ございましたらお願いいたします。 

 
 

 ――― 質問・意見等無し ――― 

 
 

質問、意見等無いようです。これらは報告案件でございま

すので、ご承認いただきたいと存じます。 

以上をもちまして、平成２９年度第９回千葉市農業委員会

総会を閉会いたします。 

委員の皆様には、大変お忙しい中、慎重審議を賜りまして、

ありがとうございました。 

 

閉  会 （午前１２時１０分） 

 
 

 


